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研究成果の概要（和文）：全天Ｘ線観測監視装置「ＭＡＸI」の観測を行い多くの突発天体を観測し、ATELやGCNに報告
した。また、数個のマグネターに対して常時監視する体制が整った。また、全く予想外の出来事であったカニ星雲のGe
Vガンマ線フレアと同時期にＸ線観測を行ない、Ｘ線パルス成分に変化がないことを示した。２０１１年１１月にMAXI 
J0158-744を発見した。新星爆発の点火現象を史上初めて観測することに成功した。すばる望遠鏡を用いたマグネター
の観測も行った。

研究成果の概要（英文）：We observed many transient X-ray souces by using Monitor of All-sky X-ray Image (M
AXI), and we reported these transients through ATEL and GCN. We established the systematic observations fo
r a few magnetars continuously. We observed X-ray pulsation of Crab pulsar at the same time ofthe GeV gamm
a-ray flare, and found that there is no changes in X-ray pulsation.On November 2011, we discovered a trans
ient MAXI J0158-744. It is historically the first observation for the ignition of novae. We observed magne
tars with using Subaru telescope.
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１．研究開始当初の背景 
 
全天Ｘ線モニターは、研究開始当初、「ＲＸ
ＴＥ」衛星のＡＳＭだけが稼働していた。し
かし、マグネターの候補天体はＲＸＴE Ａ
ＳＭの感度限界よりも暗いため、特別増光し
たときや、明るい１，２天体のみが観測対象
であった。ガンマ線バースト観測衛星「Swift」
も全天Ｘ線モニターの役割を果たすが観測
エネルギー帯域が高く、マグネターの定常放
射を常時モニターするには適していない。 
２００９年夏に打上げられ、順調に観測実績
を積み上げていた「ＭＡＸＩ」によるマグネ
ターを含むＸ線天体の観測がおこなわれて
いた。 
 
一方、本研究に関連する研究に Kern & 
Martin による可視光パルスの検出があった。
マグネターは銀河面内にあるため、星間吸収
を受け、可視光よりも近赤外領域の方が明る
い。我々は、近赤外領域におけるパルス探索
を行ない、パルス振幅の世界最高感度の上限
値 17% (90%C.L.) を得ていた。本研究では
それを発展させ、赤外偏光観測の準備を行な
った。また、Morii et al. (2009)で論文発表し
たすばる望遠鏡を用いた赤外観測を他の天
体に対しても行う準備をしていた。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、マグネターの新発見と放射機構
の解明を目指す。そのため、(1) すばる望遠
鏡を用いたマグネターの近赤外可視光、偏光
パルス観測。(2) 全天Ｘ線監視装置「MAXI」
を用いたマグネターのモニター観測を行う。 
 
３．研究の方法 
 
(1) については、近赤外検出器「IRCS」への
偏光素子の導入を行なう。また、可視光検出
器「FOCAS」のクロック制御を行なう。(2)に
ついては、MAXI の運用とデータ解析を行ない、
マグネターのパルス波形、パルス周期のモニ
ター、多波長での強度相関モニターを行なう。 
 
４．研究成果 
 
マグネターは超強磁場を持つ中性子星であ
り、磁場のエネルギーの解放によって輝いて
いると考えられているが、その磁場エネルギ
ーの解放機構はよく理解されていない。突発
的に明るさが変動することが知られており、
継続的なモニター観測が必要である。可視・
赤外対応天体が見付かっており、その放射メ
カニズムとして磁気圏起源とダスト円盤起
源の二つの可能性が考えられている。我々は
マグネターの赤外対応天体の放射起源を調
べるため、すばる望遠鏡による観測を 2013
年 3月に行った。この観測結果を天文学会に

て発表した。さらに、2014 年 3 月にも再度、
二つのマグネターについて観測を行い、高速
測光によるデータを取得した。現在解析中で
ある。 
マグネターの可視赤外偏光観測にむけて、赤
外偏光子の評価を行い、インストールを行っ
た。 
 
突発的な変動をするマグネターをＸ線の波
長域でモニターすることは、放射機構の解明
に極めて重要である。私は、マグネターをこ
れまでにない感度で常時モニターすること
が期待されていた、全天Ｘ線監視装置「MAXI」
の開発に携わってきた。MAXI は、2009 年７
月にスペースシャトルにて打ち上げられ、８
月から運用を開始した。ＭＡＸＩが発見した
新天体を Swift 衛星で追跡観測することに
より、MAXI の名を冠する新天体の発見に結び
ついている。現在までに、１２天体が発見さ
れている。また突発天体や変動天体を検出し、
位置決めを行ない、多くの速報を世界に発信
した。この中で特に突発天体の位置を決定す
るプログラムを開発した。 
 
また、2010 年９月にカニ星雲が全く予想外の
ガンマ線フレアを起こした。これと同時期の
MAXI の観測データを解析し、パルス成分に変
動がないことを示した。これは、ガンマ線フ
レアの原因が Pulsar wind nebula であると
いう説を支持する結果である。また、このこ
とは、過去に遡って解析ができるという、Ｍ
ＡＸＩの特長を生かした研究である。一方、
この研究によりマグネターのパルス観測に
必要な解析ツールを整えることができた。 
 
一方、2011 年１１月には、ＭＡＸＩにより、
新種の突発天体 MAXI J0158-744 が発見され
た。MAXI が捉えた約 100 倍のエディントン光
度に達したアウトバーストの起源が新星爆
発の点火現象であることが解明された。これ
は史上初のことであり、極めて重要であるの
で、理化学研究所を通してプレスリリースを
行った。また非常に重たい白色矮星であり、
チャンドラセカール限界に近いか、超えてい
る可能性があることも示唆された。さらに近
年理論的に提唱された磁場が非常に強い白
色矮星であることも示唆された。このことと、
マグネターの白色矮星モデルとの関連につ
いてもいくつかの研究会で紹介し、議論した。
新たな研究に発展する可能性もある。さらに
MAXI J0158-744のスペクトル中に発見された
強いネオン輝線の起源についての理論論文
の作成に協力した。これは 2014 年度初頭に
ApJ に受理された。コンパクトな領域から
P-Cygni profile によって、強い元素起源の
輝線が放出されることを示した点で画期的
な成果である。 
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